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☆作業日あれこれ
月の定例作業日も2

月に続き天候に恵ま1
れませんでした。観察
会が始まる頃には吹雪
となりましたが、いつ
ものように人が集まっ
てくるのがいかにも遊
林会です。そんな吹雪
の中、吹雪ﾁｬﾝによる
観察会開始です。今回
は冬芽や葉の落ちた跡
の形の面白さの観察で
す。ｻﾝｼｮｳの冬芽は、
対生している 本の棘2
の間に複葉 小さな葉が(

、集まって一枚の葉です の葉が落ちた跡があり)
その上に今年の葉になる芽が付いています。凹
んだ葉跡の中には葉につながっていた導管跡の

つの丸が目に見え、全体が顔のように見えま2
す。その上にある冬芽は帽子、両側の棘は両手

、「 」を広げたように見え さぁー拍手喝さいを！
。 、と言っているようです 観察会はここから脱線

山椒に関するうんちくが始まりました。ｻﾝｼｮｳ
は雌雄異株で、実のできる実山椒が雌で花しか
咲かない花山椒が雄です。若い実は佃煮に、熟
した実は果皮をｳﾅｷﾞの蒲焼でお馴染みの粉山椒

。 、や七味に利用します ちなみにｻﾝｼｮｳの英名は
です。若葉は吸い物や山椒味japanese pepper

噌、幹はすり鉢に使用するすりこぎ、これはし
てはいけませんが樹皮はかつて川魚採りの毒流

、 。しに使われ 捨てるところがないのが山椒です
家の周りに植えておくと重宝するのですが、栽
培上の留意点は根があまり張らないので水やり
と、この木を食草にするｱｹﾞﾊﾁｮｳの幼虫の食害
で、うっかりしていると小さな木なら丸禿にさ
れてしまいます。この森には、山椒以外にｲﾇｻﾞ
ﾝｼｮｳ 犬山椒 、ｶﾗｽｻﾞﾝｼｮｳ 烏山椒 、それらの交( ) ( )
雑種とも言われるｺｶﾗｽｻﾞﾝｼｮｳ 小烏山椒：この(
森では希少植物 が自生しています。観察会は)
その後、梅の蕾の観察に場所移しましたが、途
中、ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ、ｸｻｷﾞなどの冬芽をﾙｰﾍﾟで観察、

「 」日頃目にしない小さな自然の妙に ｶﾜｲｲﾃﾞｽ！
を連発していた担当の吹雪ﾁｬﾝには、ｷﾞｬﾗﾘｰの
皆からは「俺らがｶﾜｲｲﾃﾞｽと言っても似合わん
けどな・・・・ 」と言われておりました。。

40 +参加者は最終的に 人弱、作業班は三班

拍手喝采ｻﾝｼｮｳ冬芽

αとなりました。雪で荒れた竹林の整理と増え
過ぎているｼｭﾛ退治班と、ﾁｪﾝｿｰを使用して折れ

1た枝の伐採・整理班が野外の作業です。もう
班は昼食作りで、ふろふき大根、白菜と豚肉の
煮浸し、ｳｨﾝﾅｰも入った手作り餃子鍋などを調
理していました。かつて遊林会の活動を始めた
頃、餃子鍋は交流広場の大きなｱﾗｶｼの樹の下で
ｸﾏ料理長 そんな時期もあったのです！ が作る( )
定番料理でしたので 「懐かしいなぁー！」と、
言ったら「今回の餃子は手作りですからね。冷
凍じゃありませんよ 」とﾋﾟｼｬﾘと言われてしま。
いました。

ﾌﾟﾗｽα組は、焼成した竹炭の窯出しに励む炭
焼名人と弟子候補生、黙々と独りで林床整備を
するﾏﾙなどでした。竹炭は自慢の出来だったよ
うです。退治しているｼｭﾛ 棕櫚：ﾔｼ科 は森の( )
いたる所に生えていますが、ﾋﾖﾄﾞﾘなどの鳥が
運んだ種から芽生
えたようです。今
は邪魔者として伐
採していますが、
この棕櫚も田舎の
生活には欠かせな
い物で、我が家の
裏庭にもありまし
た。まず葉は割い
て繊維状にし皮を
むいた柿を両端に
結んで そのために(
渋柿を収穫するとき
には枝を付けたままにします 竿に吊るす干し)
柿づくりや蠅叩きに利用しました。樹皮は水に
強く屋外で使用する棕櫚縄、丈夫さで上等な箒
に利用しましたので、樹皮を買い求めて集落を
回る商売もありました。今でも園芸では竹垣や
木の支柱をくくるのに棕櫚縄を多用しています
が、国産材料の使用は少ないようです。幹は堅
くて腐りにくいので釣鐘の撞木利用が定番です
が、雪深い地では屋根の雪止めにも利用しまし
た。山椒同様に棕櫚も捨てるところのない物だ
ったのです。

和やかにお昼のﾐｰﾃｨﾝｸﾞを終えたところで、
「 、予定していた作業を午前中に終えましたので
午後は自由作業とします！」との宣言があり、
午後は青年剣士や定番のない陶芸家による腕に
自慢の薪割大会のようになりました。

雪の森を走ります

3月の作業日は
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第4水曜の作業は好天に恵まれ23人が参加。
この日の作業は久しぶりの伐採作業です。しか
しいつもと違うことは、今回の伐採はｻｸﾗとい
うこと。ｻｸﾗを切るとは何事！と言わないでく
ださい。今回伐採したｻｸﾗ（ｶｽﾐｻﾞｸﾗ）は、森の
保全が始まってまだ間もない頃に藪の中で見つ
かった大木で、日光を好むｻｸﾗの生育条件とし
ては相当に劣悪な状況に置かれていました。そ
こでこのｻｸﾗに日が当たるようにかなり高度な
作業を行い、以来、毎年ﾔﾏｻﾞｸﾗより少し遅れて
咲く真っ白なｻｸﾗの花を見せてくれていたので
す。しかしこのｻｸﾗの大木も衰弱が著しく、昨
年頃よりずいぶんと先枯れが目立ってきまし
た。ところがこの木の根元からは、ちゃんと次
に育つべき若い幹が生えてきていたのです。た
だ衰弱してきた親木が影となるため、その若い
幹に十分な日が当たりません。こうして、若い
世代に託すべく親木を切ることにしたのです。

とはいえ、このｻｸﾗはかなりの大木で、周囲
には他にも大きな木がたくさん生えているの
で、倒す時それらの木に掛からないよう伐倒方
向をﾋﾟﾝﾎﾟｲﾝﾄで定めないといけませんでした。
しかしそこは水曜日のﾒﾝﾊﾞｰ、まさにここしか
ないという場所に見事倒すことができました。

倒してみると、予想通り芯が既に腐っていま
したが、使える場所は工作の材料に使おうとい
うことできちんと玉切りして整理しました。

その後、まだ時間があったので別のｻｸﾗの大
木に影を作っているｱﾗｶｼも伐採しました。

この日のお昼は松本料理長がご不在でした
が、ｽﾀｯﾌ得意のﾈｷﾞと豚肉のくたくた煮をはじ
め、あったか料理をおいしくいただきました。

午後からは、以前台風で倒れたｲﾇｻﾞｸﾗの丸太
を使って、木道から降りるための丸太階段を新
調しました。

☆2月の木ままクラブ
気軽に気ままに木曜日に活動する木ままｸﾗﾌﾞ。
2月は2回の活動を行いました。
2 2 12人 ｹﾔｷ広場への植栽準備として、植樹/
場所へのﾏｰｷﾝｸﾞ用および草刈り機からの保護の
ための竹杭を作るために、雪で曲がった竹を切
り出し大量の杭を作りました。
2 16 9人 待望のｹﾔｷ広場への植栽をしまし/
た。そのまま放置すれば枯れてしまうｹﾔｷ等の
実生苗を森から掘り、条件の良い場所に移植し
ました。
3月は1日、15日が活動日です

☆河辺いきものの森ｽﾀｯﾌﾙｰﾑ情報
" "2月は「逃げる」と言いますが、本当に ｱｯ

という間に、逃げ去っていきました。2月は、
外で体を動かすよりも、室内のﾊﾟｿｺﾝの前です
ごす時間の方が長かったｽﾀｯﾌ。ﾃﾞｽｸﾜｰｸは肩が

こったり、目が疲れたりと慣れないためか、疲
労とｽﾄﾚｽのたまる状態になってしまっていまし
た。そんな中癒しをくれるのは、やはり子ども
たちの笑顔と森の自然たちでした。2月中旬に
寒波が訪れ、その後は暖かな日々が続いていま
した。すると下旬には、梅の花が咲き出し、足
下にはﾌｷﾉﾄｳやｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘなど、早春を告げる植
物たちがたくさん 今年は例年に比べ、花の開!!
花などは遅いそうですが、着実に春は近づいて
きているのだなぁ～と嬉しく思うことができま
した。これから3月、4月とかわいい花が咲き出

! !しますね とっても楽しみです

☆10周年特別ｲﾍﾞﾝﾄ
2012年3月で河辺いきものの森はｵｰﾌﾟﾝ10周年

を迎えます。これまでの森への入場者数は20万
人を超えました。感謝を込めた特別ｲﾍﾞﾝﾄのお

!知らせです
＊The 100（ザ・ハンドレッド）

～森にある100問の挑戦をクリアしよう!～
3月27日(火)～4月8日(日) 何と100問の挑戦

が森の中に待ち受けています ○×ｸｲｽﾞや3!!
択ｸｲｽﾞ、森の中で探し物や拾い物、ﾄﾞﾝｸﾞﾘ鉄砲
や難しい弓矢など盛りだくさん 挑戦者には素!!

!敵なﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄもありますよ
＊10周年感謝祭 もりもり満喫まつり

、3月24日(土)・25日(日) 10周年を記念して
今までで好評だった、ｸｲｽﾞﾗﾘｰ・的当て・竹の
薄切り競争など多くのｱﾄﾗｸｼｮﾝを、森の中に設
置し、森で一日遊んでもらおう というｲﾍﾞﾝﾄで!
す。子どもたちにとって楽しいｱﾄﾗｸｼｮﾝばかり
ですが、大人の方の参加も大歓迎です 詳しく!
はﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞをご覧ください。

子どもも大人も、ぜひ10周年を迎えた河辺い
!きものの森に遊びに来てください

☆モリイコ！の子どもたち
、「 」 。今回のﾓﾘｲｺは 冬の森たんけん がﾃｰﾏです

週末に天気が崩れるｼﾞﾝｸｽは健在で、今回はそ
れが功を奏してか、毎回「雪の森」を楽しむこ
とができました。子どもたちは、森のあちこち
に残るｷﾂﾈやｳｻｷﾞの足跡を辿ったり、自分が動
物になったつもりでかくれんぼをしたりと、汗
をかくくらい楽しんでいました。最後にはとっ
ておき 「河辺の森おんせん（足湯 」をみんな、 ）

、 。で作り 雪を見ながらほっこりと温まりました

☆3月の作業は…
積雪のため今年ほとんどできていない落ち葉

かきをぜひしたいのですが…天気次第ですね。

容器やコップは数に限りがあります。食器の
持参をお願いします！
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